
つ ま り ,lha未 満 の 水 田 に 限 つ て 電 気 柵 を 設 置 した 場 合 で あ つ て も

被 害 金 額 の 約 85年 分 の 材 料 費 が 必 要 と な る 。 た だ し ,実 際 の 設 置

費 用 は さ ら に 多 額 に な る 。 例 え ば ,島 根 県 日原 町 堤 田集 落 で は 4km

の 電 気 柵 を 設 置 し た が ,上 記 の 式 を 用 い る と材 料 費 は 26万 円 し か

か か ら な い 。 しか し実 際 に は 工 事 費 な ど を 含 め 300万 円 程 度 の 費 用

が 必 要 で あ つ た し ,さ ら に 維 持 費 と して 毎 年 約 50万 円 を 支 出 し て

い る (島 根 県 日原 町 役 場 ,私 信 )。 つ ま り,材 料 費 の 10倍 以 上 の 設

置 コ ス トを 支 出 し た だ け で な く ,材 料 費 の 2倍 の 維 持 費 が 毎 年 必 要

に な つ て い る の で あ る 。 浜 田 市 内 の 一 般 的 な 米 価 (216.7円 /kg),

各 集 落 に お け る 単 位 収 量 (36.0～ 52.4kg/a)と (と も に NOSAI島

根 ,私 信 ),現 地 調 査 で 明 ら か に した 水 田 面 積 ,1999年 度 の 島 根 県

の 農 業 所 得 率 20.2%(中 国 四 国 農 政 局 島 根 統 計 情 報 事 務 所 ,2000)

を 用 い て 水 稲 栽 培 に よ る 年 間 収 益 を 推 定 す る と ,電 気 柵 の 材 料 費 だ

け を 考 え る に し て も ,0.3ha未 満 の 水 田 で は 年 間 収 益 に 占 め る そ の

材 料 費 率 (電 気 柵 材 料 費 /年 間 収 益 ×100)が 100%以 上 と な る (図

11‐A).水 田 面 積 が lhaの 場 合 で も材 料 比 率 は 25。 7%に 達 し,年 間 収

益 は 14.6万 円 と 低 く な つ て い た (図 11‐ B).さ ら に 材 料 費 の 2倍 の

維 持 費 が 毎 年 必 要 に な る とす れ ば ,65a未 満 の 水 田 は 維 持 コ ス トが

収 量 を 上 回 る こ と に な る 。 水 田 面 積 の 減 少 に 伴 い ,被 害 率 は 急 激 に

高 く な る た め (図 H‐ C),浜 田 市 の 水 田 の 大 半 を 占 め る 小 規 模 の 水
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図11.島根 県浜田市における水田規模とイノシシ被害対策費用及び被害率の関係
それぞれ電気柵材料費率(A)及び電気柵材料費を相殺した水稲による年間収益(B)と 水田面積の関係,島根

県におけるイノシシ被害が発生した水田の面積と被害率の関係(C)と 浜田市全水田に占める面積規模別水田

数の割合(D)を 示す 農業所得は農業所得率=202%,水稲2167円 /kg,単位収量 (それぞれ浜田市の最大 ,

平均,最小値)=524,448,36.Okg/aと して算出した (A),(B)の大線,細線,点線は,それぞれ単位収量=
524,448,36 0kg/aを 示す 被害率=被害を受けた筆面積/水田面積とした

Y=182X° 5039,R2=067

N=844,pく 0.0001

69



田 (図 11-D)ほ ど本 種 の 存 在 に よ り競 争 力 が 弱 ま る と考 え られ る .

これ に 対 して ,被 害 対 策 費 を 補 助 金 に よ り捻 出 し,経 済 的 な 競 争 力

を 維 持 す る 方 法 が 考 え られ る .し か し,被 害 防 除 に 成 功 した と して

も 中 山 間 地 域 農 業 の 経 済 的 な 競 争 力 の 弱 さ ,農 業 人 口 の 減 少 及 び 高

齢 化 問 題 は 依 然 と し て 解 決 し な い 。 1993年 の ウル グ ア イ ラ ウ ン ド

に 基 づ く 米 の 輸 入 開 始 や ,1995年 の 食 糧 法 の 施 行 に よ り ,米 の 価

格 競 争 が 激 化 して い く 中 (梶 井 ,2000),競 争 力 の 弱 い 水 田 が 残 存

して い く こ と は 困 難 だ が ,そ の 傾 向 は イ ノ シ シ の 存 在 に よ リー 層 顕

著 に な る で あ ろ う。 当 地 域 の よ うな 中 山 間 地 域 で は ,イ ノ シ シ 被 害

に 対 す る 耐 性 や 経 済 的 な 競 争 力 が 強 い 大 規 模 水 田 を 再 構 成 す る 一 方

で ,小 規 模 な 水 田 は 放 棄 した り,本 種 に よ る 被 害 を 受 け に く い 作 物

に 転 作 す る な ど ,土 地 利 用 の 見 直 しが 必 要 で あ ろ う。
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